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モルモットモノクローナル抗体取得法の開発は参考論文の題目「Novel method for the 
high-throughput production of phosphorylation site-specific monoclonal antibodies」に
記載し、モルモット免疫グロブリン遺伝子のレパトア解析は関連論文の題目「Guinea pig 




当学位論文審査委員会は、標記の博士学位申請論文を詳細に査読し、平成 31年 2月 4
日(火)に博士学位論文公聴会を開催し、質疑応答と共に論文の審査を行った。 本博
士学位申請論文は、モルモットの体内で発現する抗体可変領域の多様性について世界
で初めて解析したものである。単一抗体産生細胞由来抗体迅速単離システムを用いて、
抗原特異的なモルモットモノクローナル抗体(mAb)を種々取得し可変領域の多様性を
解析すると共に、モルモットの脾臓やリンパ節で発現する抗体の多様性についても大
規模シーケンスにより解析し、抗体の多様性獲得機構とゲノム上の可変領域セグメン
トとの関係を明らかにした。モルモットは古くから免疫学や感染症の研究に利用され
てきたにも拘わらず、ハイブリドーマ法が適用できず、mAb の開発が遅れていた。本
研究結果は、抗体取得におけるモルモットの重要性を世界に知らせ、PLOS ONE誌にも
掲載済みで有ることから、博士論文として十分な成果であると判断される。 
